
No.123
（令和 7年 12 月議会を掲載）

特集　鹿嶋ふるさとガイド
議決結果・討論

委員会の活動・視察報告・意見書

ここが知りたい！一般質問

きかせて！あなたの夢

2・3

4～ 7

8～ 11

12～ 17

18

令和 8年 2 月 1 日発行

地
域
を
伝
え
る
力
　

 

鹿
嶋
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
活
動
に
迫
る

地
域
を
伝
え
る
力
　

 

鹿
嶋
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
活
動
に
迫
る

特集



は
じ
め
に
、皆
さ
ん
が
ガ
イ
ド
を

始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

私
は
17
年
前
に
鹿
嶋
市
へ
移
り
住

み
、「
ま
ず
鹿
嶋
の
こ
と
を
勉
強
し

な
く
て
は
」と
思
っ
て
い
た
時
に
、

市
の
広
報
誌
で
ガ
イ
ド
の
募
集
を

見
つ
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

約
半
年
の
育
成
講
座
を
経
て
ガ
イ

ド
と
な
り
、現
在
は
15
年
ほ
ど
ガ

イ
ド
を
続
け
て
い
ま
す
。

私
は
12
年
ほ
ど
前
、公
民
館
の
年

間
行
事
で「
鹿
島
神
宮
の
案
内
」と

い
う
企
画
が
あ
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
た
ま
た
ま
家
内
が
公
民

館
で
勤
務
し
て
い
た
縁
で
参
加
し

た
と
こ
ろ
意
外
と
面
白
く
、歴
史

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、自

分
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

活
動
の
や
り
が
い
は
、ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
感
じ
ま
す
か
。

一
番
は
、案
内
を
終
え
た
後
の
お

客
さ
ん
か
ら
の「
あ
り
が
と
う
」「
勉

強
に
な
っ
た
よ
」と
い
う
感
謝
の

言
葉
で
す
。そ
の
一
言
で「
ま
た
頑

張
ろ
う
」と
思
え
ま
す
。
ま
た
、私

た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
、

ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
縛
ら
れ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
分
野
や
個
性

を
活
か
し
て
案
内
で
き
る
こ
と
も

魅
力
で
す
。お
客
さ
ん
か
ら「
以
前

と
違
う
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
も
聞
い

て
み
た
い
」と
、再
度
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
知

る
、鹿
島
神
宮
の
魅
力
と
は
何
で

す
か
。

奥
参
道
の
神
聖
な
空
気
で
す
。「
こ

こ
だ
け
時
間
が
止
ま
っ
て
い
る
よ

う
だ
」と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
。

本
殿
の
素
晴
ら
し
さ
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、あ
の
森
閑
と
し
た
空
間

は
特
別
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、会
長
の
冨
田
さ
ん
を
は
じ
め
、

副
会
長
の
小
谷
さ
ん
と
事
務
局
長
の
松
下
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

議

員

議

員

議

員

冨
田
さ
ん

松
下
さ
ん

小
谷
さ
ん

冨
田
さ
ん

「鹿嶋ふるさとガイド」は、鹿島神宮を中心に観光客の皆さんへ無料で観光案内
を行っているボランティア団体です。現在、正会員43名、準会員5名の計48名が所
属し、鹿島神宮を訪れる人々に、その歴史や文化、そして自然の素晴らしさを伝え
ています。今回は、日々活動されているガイドの皆さんに、活動の魅力や鹿島神宮
の奥深さについてお話を伺いました。

鹿
嶋
ふ
る
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ガ
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鹿
島
神
宮
が
持
つ
歴
史
的
な
影

響
力
の
大
き
さ
で
す
。
全
国
に
約

６
０
０
社
あ
る
鹿
島
神
社
の
総
本

社
で
あ
る
こ
と
や
、奈
良
の
春
日

大
社
の
鹿
は
、も
と
も
と
鹿
嶋
か

ら
神
様
を
お
乗
せ
し
て
向
か
っ
た

と
伝
わ
っ
て
お
り
、そ
の
由
来
を

お
話
し
す
る
と
、皆
さ
ん
と
て
も

驚
か
れ
ま
す
。

皇
室
と
の
深
い
関
わ
り
も
、あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
魅
力
だ
と
思

い
ま
す
。
天
皇
陛
下
が
元
旦
に
四

方
を
お
参
り
す
る「
四
方
拝
」の
一

つ
が
鹿
島
神
宮
で
あ
る
こ
と
や
、

天
皇
の
勅
使
が
訪
れ
る
全
国
で
も

数
少
な
い「
勅
祭
社
」で
あ
る
こ
と

な
ど
、知
れ
ば
知
る
ほ
ど
そ
の
格

式
の
高
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

鹿
嶋
市
の
魅
力
や
今
後
こ
う
な
っ

て
ほ
し
い
点
は
あ
り
ま
す
か
。

自
然
が
豊
か
で
、夏
は
涼
し
く
冬

は
暖
か
く
、と
て
も
住
み
や
す
い

場
所
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、私
は

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
し
て
い
る
の
で
、今
後
ス
タ
ジ

ア
ム
が
ど
う
な
る
の
か
が
少
し
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。

鹿
島
神
宮
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い

場
所
な
の
に
、地
元
の
人
が
そ
の

価
値
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
。
こ
れ

は
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

私
も
ガ
イ
ド
を
始
め
て
か
ら
知
り

ま
し
た
。も
っ
と
工
夫
し
て
、色
々

な
人
に
こ
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
PR
し
て
ほ
し
い
で
す
。

今
回
の
取
材
を
通
し
て
、ガ
イ
ド

の
皆
さ
ん
が
鹿
島
神
宮
の
魅
力
を

心
か
ら
大
切
に
し
、多
く
の
方
へ

伝
え
る
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
私

た
ち
も
、地
元
に
住
み
な
が
ら
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
多
く
、鹿
島

神
宮
の
奥
深
さ
に
触
れ
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方

に
鹿
島
神
宮
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、私
た

ち
も
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

小
谷
さ
ん

小
谷
さ
ん

議

員

松
下
さ
ん

松
下
さ
ん

当日：大鳥居付近の案内テーブルで受付　9時00分～11時30分
予約：1週間前までに、申込書を鹿嶋市観光協会までFAXにて送信
　　　※予約は午後の時間帯も受付可
休み：毎月第3火曜日、8月お盆の1週間、年末年始の1週間
詳細は鹿嶋ふるさとガイドHPから
https://www.city.kashima.ibaraki.jp/site/kankou/3103.html

受付方法・受付時間
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 12 
定例会

月

市長から提出された議案19件

議案第49号 令 和 7 年 度 鹿 嶋 市 一 般 会 計 補 正 予 算 
（第5号） 7億8,180万円を追加（総額257億751万4千円） 原案可決

議案第50号 令和7年度鹿嶋市国民健康保険特別会計補
正予算（第2号） 425万8千円を追加（総額64億5,504万2千円） 原案可決

議案第51号 令和7年度鹿嶋市介護保険特別会計補正予
算（第2号） 818万7千円を追加（総額54億944万4千円） 原案可決

議案第52号 令和7年度鹿嶋市水道事業会計補正予算（第
2号） 収益的支出・・・196万1千円を追加（総額18億565万3千円） 原案可決

議案第53号 令和7年度鹿嶋市下水道事業会計補正予算
（第3号）

収益的支出・・・439万8千円を追加（総額16億3,288万円）
資本的収入・・・1千万円を追加（総額5億1,271万5千円）
資本的支出・・・1,383万1千円を追加（総額9億1,485万2千円）

原案可決

議案第54号 令和7年度鹿嶋市農業集落排水事業会計補
正予算（第2号） 収益的支出・・・71万1千円を追加（総額1億1,057万3千円） 原案可決

議案第55号 鹿嶋市手数料徴収条例の一部を改正する条
例

地方公共団体情報システムの標準化に関する法律に基づくシステムの
標準化に伴い、税務に関する証明書の様式が変更となることから、手数
料を規定する別表の一部を改正する必要があるため、条例の一部を改
正するもの。

原案可決

議案第56号

鹿嶋市議会議員及び鹿嶋市長の選挙におけ
る選挙運動用ポスターの作成の公費負担に
関する条例及び鹿嶋市議会議員及び鹿嶋市
長の選挙におけるビラの作成の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例

公職選挙法施行令の改正により、国政選挙における選挙運動用ポスター
等の作成に要する費用の公費負担の限度額が最近における物価の変動
等を踏まえて引き上げられたことに準じ、鹿嶋市議会議員及び鹿嶋市
長の選挙における同費用の公費負担についても限度額を引き上げるため、
条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第57号
鹿嶋市職員の給与に関する条例及び鹿嶋市
一般職の任期付職員の採用及び給与の特例
に関する条例の一部を改正する条例

民間給与との較差是正のための人事院勧告及び国家公務員に係る一般
職の給与に関する法律改正に準じて給料及び賞与の引上げ等を行うた
め、関連する条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第58号 鹿嶋市職員の旅費に関する条例の一部を改
正する条例

国家公務員等の旅費に関する法律の一部改正に伴い、職員等の旅費の
取扱いについて、国家公務員に準じて見直しを行うため、関連する条例
の一部を改正するもの。

原案可決

議案第59号
鹿嶋市特別職の職員の給与並びに旅費及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例

一般職の職員に準じて市長等の期末手当の引上げを行うため、また、国
の基準に合わせて選挙に係る非常勤特別職の職員の報酬額の引上げ等
を行うため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第60号 鹿嶋市会計年度任用職員の給与及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例

常勤職員の給与改定に準じた会計年度任用職員の給料の引上げ等を行
うため、条例の一部を改正するもの。 原案可決

議案第61号
鹿嶋市任期付市費負担教職員の採用、給与
及び勤務条件等の特例に関する条例の一部
を改正する条例

令和7年10月の茨城県人事委員会勧告に基づき県費負担教職員に適用
される職員の給与に関する条例の一部が改正されることに伴い、これ
に準じて市費負担教職員の給料表を改めるため、条例の一部を改正す
るもの。

原案可決

議案第62号 新たに生じた土地の確認について
鹿島港外港地区国際物流ターミナル整備事業により、埠頭用地の一部
の埋立てが竣功したことから、新たに生じた土地の確認について、地方
自治法第9条の5第1項の規定により、議会の議決を求めるもの。

原案可決

議案第63号 字の区域の変更について
鹿島港外港地区国際物流ターミナル整備事業により新たに生じた土地
について、隣接する大字平井字灘の区域に編入するため、地方自治法第
260条第1項の規定により、議会の議決を求めるもの。

原案可決

議案第64号
鹿嶋市特別養護老人ホームウェルポート鹿
嶋の郷外1施設の指定管理者の指定につい
て

鹿嶋市特別養護老人ホームウェルポート鹿嶋の郷及び鹿嶋市デイサー
ビスセンターウェルポート鹿嶋の郷の指定管理者として、社会福祉法
人鹿嶋市社会福祉協議会を指定するもの。

原案可決

議案第65号 鹿嶋市老人福祉センター外1施設の指定管
理者の指定について

鹿嶋市老人福祉センター及び鹿嶋市シルバーワークプラザの指定管理
者として、社会福祉法人鹿嶋市社会福祉協議会を指定するもの。 原案可決

議案第66号 鹿嶋勤労文化会館外1施設の指定管理者の
指定について

高正U&Iセンターホール（鹿嶋勤労文化会館）及び鹿嶋市どきどきセン
ターの指定管理者として、公益財団法人鹿嶋市文化スポーツ振興事業
団を指定するもの。

原案可決

令和 7 年度鹿嶋市一般会計補正予算などについて審議
12 月 5 日から 12 月 18 日までの 14 日間、令和 7 年第 4 回定例会が開催されました。市長から提出された 19 件の議案や
議会へ提出された 3 件の請願、陳情及び委員会から提出された 1 件の意見書を審査しました。議決結果は次のとおりです。
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市長から提出された議案19件

報告第4号
専決処分について（令和7年度鹿嶋
市下水道事業会計補正予算（第2
号））

受益者負担金システム賃貸借について既定の債務負担行為の期間を変
更し、WPPP導入可能性調査業務について新たに債務負担行為を設定
した補正予算について、令和7年10月9日に専決処分を行ったので、地
方自治法第179条第3項の規定により、議会の承認を求めるもの。

原案承認

議会に提出された請願2件

令和7年
請願第4号

脳脊髄液減少（漏出）症医療改善
を求める意見書を国及び茨城県に
提出することを求める請願書

脳脊髄液減少（漏出）症の患者は、専門医不足や治療法未確立により
過酷な状況にあるため、診断基準の確立、難病指定及び県内治療拠点
の確保を求め、国及び県へ意見書を提出するよう請願するもの。

採択

令和7年
請願第5号

鹿嶋市地域福祉推進委員制度の存
続を求める請願書

地域福祉推進委員は、高齢者や障がいのある方、ひとり暮らし世帯に
とって「安心」や「心の支え」として重要な役割を担っている。しか
し、新たな制度では、必要な支援が市民に行き届かなくなる懸念があ
る。そのため、制度廃止の方針を凍結し、現行制度の存続及び地域の
実情に即した再検討を行うよう請願するもの。

趣旨採択

<議会に提出された陳情　1件>

令和7年
陳情第5号

地域社会に貢献するシルバー人材
センターの新たな決意と支援の要
望

人口減少や少子高齢化が進む中、高齢者の社会参加や介護予防に貢献
するシルバー人材センターは、会員拡大や地域課題解決、デジタル化
等の事業に積極的に取り組む。持続的な発展と安定的運営のため、鹿
嶋市に対し、国の補助金と同額以上の補助金確保や事業発注、新たな
契約方法への対応など、支援の強化を強く要望するもの。

採択

<委員会から提出された意見書　1件>

意見書第3号 脳脊髄液減少（漏出）症医療改善
に関する意見書

地方自治法第99条の規定に基づき国及び県へ意見書を提出するもの。
詳細は11ページへ! 原案可決

12 月定例会議員賛否一覧表【議案】

12 月定例会議員賛否一覧表【請願】

賛否が分かれた議案の
賛 否 結 果

未来かしま
公明

かしま

日
本
共
産
党

幹会 有志の会
無
所
属

栗
林　

京
子

池
田　

芳
範

根
崎　

彰

小
池　
み
よ
子

笹
沼　

康
弘

内
野　

敬
仁

中
薗　

薫

樋
口　

龍
章

山
口　

哲
秀

横
山　

揚
久　

立
原　

弘
一

菅
谷　

毅

宇
田　

一
男

舛
井　

明
宏

河
津　

亨

佐
藤　

信
成

斉
藤　

裕
樹

加
勢　

誠

内
田　

政
文

議案第 59 号　 
鹿嶋市特別職の職員の給与並びに
旅費及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ × ○

賛否が分かれた請願の
賛 否 結 果

未来かしま
公明

かしま

日
本
共
産
党

幹会 有志の会
無
所
属

栗
林　

京
子

池
田　

芳
範

根
崎　

彰

小
池　
み
よ
子

笹
沼　

康
弘

内
野　

敬
仁

中
薗　

薫

樋
口　

龍
章

山
口　

哲
秀

横
山　

揚
久　

立
原　

弘
一

菅
谷　

毅

宇
田　

一
男

舛
井　

明
宏

河
津　

亨

佐
藤　

信
成

斉
藤　

裕
樹

加
勢　

誠

内
田　

政
文

請願第５号　
鹿嶋市地域福祉推進委員制度の存
続を求める請願書

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 討論
（〇） ● ● ● 討論

（〇）
討論

（〇）
討論

（〇）

※田口茂議長は、採決に加わりません。　
※空欄は「棄権」や「採択・不採択」ではなく、「趣旨採択」への反対を表しています。

　  　◎本議会では、請願第５号を「趣旨採択」とするかどうか判断しました。詳細は次ページをご覧ください。

 ※田口茂議長は、採決に加わりません。

賛成＝〇　反対＝×
棄権＝△　欠席＝ー

採択＝〇　不採択＝×
趣旨採択＝●　棄権＝△
欠席＝ー
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地
域
福
祉
推
進
委
員
制
度
が
開
始
さ
れ

た
平
成
6
年
度
当
時
、高
齢
化
率
は
10
％

程
度
で
あ
っ
た
が
、現
在
は
33
％
を
超
え

る
超
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
る
。加
え
て
、

生
活
様
式
の
多
様
化
や
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
も
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
う

し
た
中
、限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し
、

専
門
的
要
素
を
取
り
入
れ
た
質
の
高
い
支

援
を
行
う
新
た
な
仕
組
み
へ
の
転
換
は
、

効
果
的
か
つ
持
続
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
地
域
福
祉

推
進
委
員
制
度
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の

で
は
な
く
、同
制
度
が
果
た
し
て
き
た
役

割
と
功
績
は
大
き
い
た
め
、請
願
に
記
載

さ
れ
て
い
る
趣
旨
に
つ
い
て
も
十
分
に
理

解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
上
の
理
由

か
ら
、本
請
願
に
つ
い
て
は
趣
旨
採
択
と

判
断
す
る
。

ま
ず
は
じ
め
に
、本
請
願
に
趣
旨
採
択

は
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

今
回
の
内
容
は
、起
き
て
い
る
問
題
や
疑

問
、市
民
の
声
を
請
願
書
と
言
う
形
で
鹿

地
域
福
祉
推
進
委
員
制
度
に
代
わ
る
新

制
度
は
、介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
と

し
て
位
置
付
け
、看
護
師
な
ど
の
専
門
職

が
訪
問
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
見
守
り
専

任
４
名
に
加
え
、包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

基
盤
強
化
の
た
め
に
専
門
職
４
名
が
新
た

に
配
置
さ
れ
る
。こ
れ
に
既
存
の
保
健
師
、

社
会
福
祉
士
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
を
加
え
た
チ
ー
ム
で
、ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
体
制
で
あ
る
。

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

請願第５号は、文教厚生委員会での審査の結果、「採択」「不採択」ではなく、「趣旨
採択」と判断されました。しかし、本会議での討論は、委員会の結果にかかわらず、
議員一人ひとりが自分の考えを述べることができます。そのため、6・7ページでは、

「趣旨採択」の意見だけではなく、「採択（賛成）」の立場での討論も行われました。

嶋
市
に
届
け
る
か
否
か
を
判
断
す
る
も
の

で
あ
り
、本
請
願
を
も
っ
て
制
度
が
直
ち

に
変
更
に
な
る
訳
で
は
な
い
。ま
た
、請
願

書
の
提
出
か
ら
1
か
月
に
も
満
た
な
い
期

間
で
集
ま
っ
た
3
5
0
通
を
超
え
る
署
名

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
願
意
は
理
解
で

き
る
が
採
択
は
出
来
な
い
」と
い
う
の
は
、

市
民
の
声
を
届
け
る
べ
き
立
場
に
あ
る
議

員
と
し
て
、大
変
失
礼
で
あ
り
、逃
げ
で
あ

る
と
強
く
訴
え
た
い
。さ
ら
に
、1
番
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、こ
れ
ま
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
市
民
の
今

後
と
理
解
で
あ
る
。
多
く
の
署
名
が
集
ま

っ
た
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、市
民
の
皆
様

が
十
分
に
納
得
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

以
上
の
理
由
か
ら
、趣
旨
採
択
に
は
賛
同

で
き
ず
、本
請
願
に
賛
成（
採
択
）と
す
る
。

請
願
第
5
号 

鹿
嶋
市
地
域
福
祉
推
進
委
員
制
度
の
存

続
を
求
め
る
請
願
書

請願第5号　地域福祉推進委員制度の存続を求める請願書について

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択　

笹
沼

　

笹
沼  

康
弘
議
員

康
弘
議
員

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択　

内
野

　

内
野  

敬
仁
議
員

敬
仁
議
員

  
採
択
採
択　

加
勢　

誠
議
員

　

加
勢　

誠
議
員

討
論

討論とは・・・ 趣旨採択とは・・・
議案の採決を行う前に、議員が自身の立場

（賛成・反対など）から意見を述べることで
す。なぜその結論に至ったのか理由を明ら
かにし、異なる意見を持つ議員に対し、「私
の意見に賛同してください」と呼びかけ、
説得する場でもあります。

請願・陳情に対する議会の意思決定は、基
本的に「採択」か「不採択」の2種類であるが、
願意は理解できても実現性に確信が持てな
い場合は「採択」とせず、「趣旨には賛成で
ある」という中間的な意思表示として行わ
れます。

議会用語の解説
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人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
提
案
さ
れ

た
議
案
第
57
号
、第
60
号
及
び
第
61
号

は
、職
員
給
与
の
引
き
上
げ
で
あ
り
賛

成
す
る
。
し
か
し
、議
案
第
59
号
は
、そ

の
対
象
が
特
別
職
で
あ
る
。
本
市
は
、

財
政
難
を
理
由
に
市
民
に
対
し
多
く

の
要
望
を
我
慢
さ
せ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
た
と
え
少
額
で
あ
ろ
う
と
も
、市

長
や
議
員
の
給
与
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は

不
適
切
で
あ
る
。
物
価
高
や
イ
ン
フ
レ
に

よ
り
、日
々
の
生
活
に
不
安
を
抱
え
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
る
市
民
の
思
い
を
共
有
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

議
員
各
位
の
良
識
を
も
っ
て
、本
議
案
は

否
決
す
べ
き
で
あ
る
。

「
脳
脊
髄
液
減
少（
漏
出
）症
」に
つ
い
て

は
、い
ま
だ
確
立
さ
れ
た
治
療
法
が
な
い

中
に
あ
っ
て
も
、完
治
す
る
未
来
を
信
じ
、

決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く
、多
く
の
自
治

体
議
会
へ
働
き
か
け
、運
動
の
輪
を
広
げ

て
こ
ら
れ
た
。そ
の
活
動
に
対
し
、深
い
感

銘
を
受
け
て
い
る
。
今
回
の
請
願
に
接
し

感
じ
る
こ
と
は
、難
病
に
苦
し
む
方
々
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、障
が
い
を
持
つ
方
々

に
対
し
て
、政
治
の
光
が
十
分
に
当
た
っ

て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
本
請
願
を
全
会

一
致
で
採
択
し
、全
国
的
な
大
き
な
声
と

し
て
国
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、苦
し
む

方
々
の
切
な
る
願
い
が
報
わ
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

本
市
の
財
政
状
況
や
将
来
を
見
据
え
、

制
度
の
見
直
し
や
改
革
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、執
行
部
の
判
断
に

一
定
の
理
解
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、地
域
福
祉
推
進
委
員
制
度
の

廃
止
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、長

年
地
域
を
支
え
て
き
た
方
々
に
対
す
る
配

慮
と
、利
用
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
著
し

く
欠
け
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
請
願
に
は
、短
期
間
に
多
く
の
市
民
か

ら
署
名
が
集
ま
っ
て
お
り
、こ
れ
は
行
政

の
進
め
方
に
対
す
る
市
民
の
戸
惑
い
と
不

安
の
表
れ
で
あ
る
。
こ
の
声
を
重
く
受
け

止
め
、一
旦
廃
止
の
方
針
を
凍
結
し
、丁
寧

な
議
論
の
上
で
改
め
て
の
制
度
設
計
、周

知
期
間
、そ
し
て
何
よ
り
功
労
者
や
利
用

者
へ
の
誠
意
あ
る
対
応
を
強
く
求
め
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、趣
旨
採
択
と
い
う
結

地
域
福
祉
推
進
委
員
制
度
は
、30
年
以

上
の
歴
史
と
実
績
を
持
つ
鹿
嶋
市
が
誇
る

独
自
制
度
で
あ
り
、地
域
福
祉
の
守
り
手

本
請
願
は
、新
し
い
制
度
そ
の
も
の
を

批
判
す
る
も
の
で
は
な
く
、新
制
度
に
対

し
て
不
安
を
抱
く
市
民
か
ら
、「
も
っ
と
説

明
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
を
届

け
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、趣
旨

採
択
と
す
る
の
で
は
な
く
、賛
成（
採
択
）

か
反
対（
不
採
択
）か
を
明
確
に
示
す
べ

き
請
願
で
あ
る
と
考
え
る
。
私
自
身
、地

域
福
祉
推
進
委
員
制
度
に
は
様
々
な
課

題
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
し

か
し
、新
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
が
十
分

で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、今
回
の
よ
う

な
声
が
上
が
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、改
め
て
市
民
や
関
係
者

の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
る
べ
き
で
あ

り
、新
制
度
へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
福
祉
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
に
引
き

続
き
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、新
制

度
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の
理
由

か
ら
、本
請
願
に
賛
成（
採
択
）と
す
る
。

は
、今
ま
で
ど
お
り
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

定
期
訪
問
を
行
う
。新
制
度
は
、そ
の
隙
間

に
い
る「
認
定
の
な
い
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
」を
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め

の
仕
組
み
で
あ
る
。
財
源
も
介
護
保
険
料

等
を
活
用
す
る
こ
と
で
、安
定
し
た
運
営

が
見
込
め
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

上
で
、新
制
度
へ
の
移
行
は
進
め
つ
つ
も
、

説
明
や
移
行
過
程
の
改
善
を
求
め
る
議
会

の
意
思
を
執
行
部
に
示
す
た
め
、本
請
願

は
趣
旨
採
択
と
す
る
判
断
が
妥
当
で
あ
る
。

論
で
は
な
く
、執
行
部
に
再
考
を
促
す
明

確
な
意
思
表
示
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

本
請
願
に
賛
成（
採
択
）と
す
る
。

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

地
域
福
祉
推
進
委
員
は
、ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
を
訪
問
す
る
だ
け
で
な
く
、日
常

の
中
で
小
さ
な
変
化
に
気
付
き
、見
守
り

や
相
談
、関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し

て
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
。ま
た
、地
区

公
民
館
を
拠
点
と
し
た
地
域
活
動
の
担
い

手
と
し
て
も
重
要
な
存
在
で
あ
り
、地
域

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な

っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、来
年
度
か
ら
配
置

さ
れ
る
専
門
職
の
力
を
生
か
し
つ
つ
、地

域
福
祉
推
進
委
員
に
も
引
き
続
き
関
わ
っ

て
い
た
だ
き
、よ
り
強
固
な
仕
組
み
を
構

築
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
上
の
理

由
か
ら
、本
請
願
に
賛
成（
採
択
）と
す
る
。

議
案
第
59
号 

鹿
嶋
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に

旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

請
願
第
4
号 

脳
脊
髄
液
減
少（
漏
出
）症
医
療
改
善
を

求
め
る
意
見
書
を
国
及
び
茨
城
県
に
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

  
反
対　

立
原

反
対　

立
原  

弘
一
議
員

弘
一
議
員

  

採
択
採
択　

立
原

　

立
原  

弘
一
議
員

弘
一
議
員

  

採
択
採
択　

斉
藤

　

斉
藤  

裕
樹
議
員

裕
樹
議
員

  

採
択
採
択　

立
原

　

立
原  

弘
一
議
員

弘
一
議
員

  

採
択
採
択　

河
津　

亨
議
員

　

河
津　

亨
議
員
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総
務
活
委
員
会
で
は
、
８
件
の

議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

■
議
案
第
58
号　

鹿
嶋
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

議
案
概
要

国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
で
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、職
員
等

の
旅
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、国

家
公
務
員
に
準
じ
て
見
直
し
を
行

う
。ま
た
、関
係
す
る
条
例
に
つ
い

て
も
改
正
を
行
う
。

問
国
と
同
じ
令
和
7
年
4
月

1
日
に
施
行
で
き
な
か
っ

た
理
由
を
伺
う
。

答
国
の
法
改
正
時
点
で
は
一

部
未
公
表
の
事
項
が
あ
っ

た
た
め
、改
正
内
容
に
誤
り
が
生

じ
な
い
よ
う
慎
重
に
対
応
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

■
議
案
第
62
号　

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ

い
て

■
議
案
第
63
号　

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

 

議
案
概
要

鹿
島
港
で
進
め
ら
れ
て
い
る
外

港
地
区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事
業
に
お
い
て
、埠
頭
用
地
の

一
部
の
埋
立
て
が
竣
功
し
た
こ
と

か
ら
、埋
立
て
に
よ
っ
て
新
た
に

生
じ
た
土
地
を
確
認
し
、あ
わ
せ

て
隣
接
す
る
大
字
平
井
字
灘
の
区

域
に
そ
の
土
地
を
編
入
す
る
も
の
。

問
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
所

有
者
は
誰
か
、ま
た
、市
に

移
管
さ
れ
る
予
定
は
あ
る
か
。

答
所
有
者
は
国
土
交
通
省
で

あ
り
、市
へ
移
管
さ
れ
る

予
定
は
な
い
。

採
決
の
結
果
、議
案
55
号
な
い

し
議
案
第
60
号
、議
案
第
62
号
及

び
議
案
第
63
号
は
全
会
一
致
を

も
っ
て
、可
決
す
べ
き
で
あ
る
と

決
定
し
ま
し
た
。

12
月
15
日
に
開
催
し
た
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
は
、補
正
予
算

6
件
、報
告
1
件
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

■
議
案
第
49
号　

令
和
７
年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
５
号
）

問
鹿
嶋
斎
苑
の
空
調
設
備
に

係
る
修
繕
工
事
の
進
捗
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。答

昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か 

け
て
は
、施
設
の
メ
イ
ン

と
な
る
空
調
機
の
修
繕
を
行
っ
て

き
た
。こ
の
ほ
か
、鹿
嶋
斎
苑
に
は

個
別
ユ
ニ
ッ
ト
で
の
空
調
機
が
15

系
統
あ
る
。
こ
の
う
ち
、現
在
、不

具
合
が
生
じ
て
い
る「
葬
祭
棟
入

口
」の
空
調
機
に
つ
い
て
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。

問
準
要
保
護
生
徒
就
学
奨
励

費
に
関
す
る
支
援
内
容
を

伺
い
た
い
。

答
準
要
保
護
世
帯
へ
の
支
給

費
用
分
と
な
っ
て
お
り
、

学
用
品
費
、校
外
活
動
費
、修
学

旅
行
費
、新
１
年
生
に
は
新
入
学

用
品
費
と
し
て
就
学
援
助
費
を
支

給
し
て
い
る
。
ま
た
、新
中
学
１

年
生
に
は
新
入
学
用
品
費
と
し
て

６
万
３
0
０
０
円
を
支
給
し
て
い

る
。問

排
水
路
整
備
事
業
の
増
額

要
因
は
、物
価
上
昇
だ
け

が
理
由
な
の
か
。

答
物
価
上
昇
に
よ
る
影
響
が

大
き
く
、工
事
箇
所
の
追

加
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
具
体

的
に
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
資
材
価

格
が
16
％
上
昇
し
、労
務
費
も
３
％

上
昇
し
て
い
る
。
機
材
価
格
等
も

上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、結
果

的
に
５
５
０
０
万
円
の
不
足
が
見

込
ま
れ
る
。

採
決
の
結
果
、全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、原
案
の
と

お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て
等
を
審
査

一
般
会
計
等
の
補
正
予
算
７
件
に
つ
い
て
審
査

総 務 生 活 委 員 会

予 算 決 算 常 任 委 員 会 ●
委
員
会
の
活
動
●

※
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
4
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で

の
採
決
の
結
果
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。
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文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、4
件

の
議
案
と
2
件
の
請
願
、1
件
の

陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
意
見

■
請
願
第
5
号

鹿
嶋
市
地
域
福
祉
推
進
委
員
制
度

の
存
続
を
求
め
る
請
願
書

 【
請
願
概
要
】

鹿
嶋
市
地
域
福
祉
推
進
委
員
制

度
の
廃
止
方
針
を
凍
結
し
、現
行

制
度
の
存
続
と
地
域
の
実
情
に
即

し
た
再
検
討
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。具

体
的
に
は
、制
度
廃
止
を
一

旦
凍
結
し
て
協
議
の
場
を
設
け
る

こ
と
、現
行
制
度
の
実
績
検
証
と

支
援
範
囲
の
再
確
認
を
行
う
こ
と
、

並
び
に
新
体
制
に
つ
い
て
市
民
へ

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
を

求
め
る
。併
せ
て
、地
域
特
性
に
応

じ
た
柔
軟
な
支
援
体
制
の
確
立
や
、

推
進
委
員
の
経
験
を
活
か
し
た
雇

用
継
続・再
任
用
の
検
討
な
ど
、現

場
の
実
情
に
即
し
た
対
応
を
求
め

る
内
容
で
あ
る
。

 

意
見

 

本
請
願
は
、「
現
行
制
度
に
固
執

し
、新
し
い
取
り
組
み
を
拒
否
す

る
も
の
」で
は
な
く
、計
画
を
一
度

凍
結
し
、協
議
の
場
を
設
け
て
ほ

し
い
と
い
う
建
設
的
な
提
案
で
あ

る
。そ
の
た
め
、趣
旨
採
択
に
と
ど

め
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、採
択

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 

意
見ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り

事
業
が
新
制
度
へ
移
行
す
る
に
あ

た
り
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。 

こ
う

し
た
観
点
か
ら
、本
請
願
に
つ
い

て
は「
趣
旨
採
択
」と
す
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。 

今
後
は
、新
制
度
の

運
用
状
況
を
注
視
し
、不
足
す
る

点
が
あ
れ
ば
、適
切
に
補
完
策
を

講
じ
る
よ
う
求
め
て
い
き
た
い
。

採
決
の
結
果
、議
案
第
61
号
、議

案
第
64
号
な
い
し
議
案
第
66
号
は

全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
通
り

可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。ま
た
、請
願
第
4
号
及
び
陳

情
第
5
号
は
全
会
一
致
で
採
択
、

請
願
第
5
号
に
つ
い
て
は
賛
成
多

数
を
も
っ
て
趣
旨
採
択
す
べ
き
で

あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

鹿
嶋
市
地
域
福
祉
推
進
委
員
制
度
の
存
続
を
求
め
る
請
願

書
な
ど
を
審
査

文 教 厚 生 委 員 会 

【事前受付について】
今年度から事前受付が可能となりました。
以下の二次元コードを読み取るか、URLへアクセスしてお申し込みください。

総務生活委員会
①ゴミ処理・環境
②自治会・地域コミュニティ

文教厚生委員会
①学校・教育
②医療・介護

都市経済委員会
①観光・商工
②公共インフラ

日頃の議会活動を市民の皆様に知っていただくとともに、議
会に対するご意見を直接お伺いするため、「議会報告会」を開催
いたします。

また、当日は活動報告に加え、各常任委員会に分かれて「意見
交換会」を行います。それぞれの委員会で決めたテーマについ
て皆様と話し合いますので、率直なご意見をお聞かせください。

意見交換会でのテーマはこちらです。

【開催日】
【会　場】

令和8年2月14日（土）
鹿島地区：鹿嶋市役所3階301会議室  10：00～
大野地区：大野公民館多目的ホール　14：00～

「議会報告会」を開催します！
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行政視察を行いました！ 活動
報告

鹿嶋市議会では、総務生活・文教厚生・都市経済の各常任委員会において、所管分野の課題に関する調
査・研究を行っています。その一環として、先進的な取り組みを行っている自治体への「行政視察」を実
施しました。各委員会の視察概要は下記のとおりです。

なお、調査内容の詳細につきましては、視察報告書に記載しておりますので、市議会ホームページから
ご確認ください。詳細は右の二次元コードからご覧ください。

視察場所

調査事項

調査目的

視察場所

調査事項

調査目的

視察場所

調査事項

調査目的

長崎県島原市

市役所の新庁舎と防災対策について

静岡県藤枝市

”健康・予防日本一”ふじえだプロジェクトについて

長崎スタジアムシティ（長崎県長崎市）

スタジアム整備について

島原市の新庁舎を視察し、災害に強い庁舎づくりと防災
に取り組む行政の姿勢を学ぶことを目的とする。鹿嶋市
役所本庁舎は、昭和44年の建設から50年以上が経過し、
老朽化等が課題となっている。また、借地上に立地してい
るため、施設整備において様々な制約があるのが現状で
ある。一方、島原市は平成3年の雲仙普賢岳噴火災害の教
訓から、「災害時でも行政機能を維持する」という理念の
もと、防災拠点としての機能を備えた新庁舎を建設した。本視察では、島原市の新庁舎建設の経緯や、災害に強い設備・機能、
市民との協働による防災体制などを調査し、今後の本市における庁舎整備及び防災行政の参考とする。

藤枝市では、「自分の健康は自分で守る」という意識の醸成を図
るとともに、健康行動の定着化と普及・促進を目指し、運動、食事、
社会参加の推進、健(検)診受診率向上、にぎわいづくりをキー
ワードにしたプロジェクトに取り組んでいる。本取り組みは、
平成25年「第1回健康寿命を延ばそう！アワード」自治体部門
厚生労働省健康局長優秀賞を受賞するなど評価も高いことから、本市の参考とすることを目的とする。

長崎市に整備された「長崎スタジアムシティ」を視察し、民間と行政が連携して進める新しいまちづくりの取り組みを学ぶ
ことを目的とする。同施設は、ジャパネットグループが主体となり、サッカースタジアム、アリーナ、ホテル、商業施設など
を一体的に整備した全国的にも珍しい民間主導の複合開発プロジェクトである。スポーツを核として観光、商業、雇用を結
びつけた地域活性化のモデルとして注目を集めている。本市においても、鹿島アントラーズの新スタジアム構想があるこ
とから、本視察を通じて、民間活力と連携したまちづくりにおける行政の支援や役割のあり方を調査し、今後の参考とする。

総務生活委員会

文教厚生委員会
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視察場所

調査事項

調査目的

視察場所

調査事項

調査目的

視察場所

調査事項

調査目的

宮崎県新富町及び地域商社「こゆ財団」

地域商社を活用したふるさと納税の取り組みについて

静岡県三島市

スマートウェルネスみしまについて

宮崎県小林市

ガバメントクラウドファウンディングを活用したふるさと納税の取り組みについて

新富町及び「こゆ財団」が実践している、地域商社を活用したふるさと納税
事業の取り組みは、全国的にも高く評価されている。本調査では、行政と
財団の双方から説明を受け、その運用実態を多角的に把握することを目的とする。具体的には、行政と民間組織の役割分担、
返礼品の開発から発送に至る工程の最適化、寄附金を地域の産業や人材へ再投資する循環モデルの構築、さらにはスポー
ツ拠点整備や交流人口拡大施策とふるさと納税との連動性について調査し、本市の政策形成の参考とする。

三島市では、あらゆる分野に健康の視点を取り入れる「スマートウエルネスシティ構想」による「健幸」都市づくりを目指し
ている。スマートウエルネスシティ構想とは、個々人が健康で生きがいを持ち、安心安全で豊かな生活を営む「ウエルネス

（健幸）」をまちづくりの中核に位置づける考え方である。保健・医療分野だけでなく、生活環境や地域社会、学校、企業など
あらゆる分野を連携させ、都市そのものを健康にすることで、市民が自然に健康で豊かになれる新しい都市モデルの構築
を目指している。本市においても、この先進的な取り組みを参考とすることを目的とする。

小林市が取り組むガバメントクラウドファンディング（GCF）およびプロモーション戦略を調査し、寄附の目的性を高める
ことで関係人口を拡大し、効果的なプロモーションを寄附額増加に結びつける実践的な手法を学ぶことを目的とする。
また、同市がふるさと納税業務を内製化している点に着目し、外部委託に依存しない運営体制の利点や課題を確認することで、
本市の運営手法検討の参考とする。
※ガバメントクラウドファンディング（GCF）・・・
自治体がふるさと納税制度を活用し、地域の課題解決や特定のプロジェクトのために、寄附金の使い道を具体的に示して
資金を募る仕組み

都市経済委員会

※

（意見書概要）
脳脊髄液減少（漏出）症は、脳脊髄液の漏れ等により起立性頭痛や倦怠感など多様な症状を引き起こす疾患である。通常の検

査では発見が難しく、原因不明の体調不良や不登校の児童生徒の中にも、この病気が潜んでいる可能性がある。
しかし、現在茨城県内には専門医がおらず、移動で症状が悪化する中、患者は県外への通院を強いられている。また、有効と

されるブラッドパッチ療法は複数回必要となることが多いが、県内で長期的に経過観察できる医療機関はない。多くの患者が
難治性で苦しんでいるにもかかわらず、治療法は未確立で難病指定もされていない。早急な治療研究の推進と難病指定による
患者救済が強く求められている。

以上の理由から，脳脊髄液減少(漏出) 症を十分認識され，医療体制を改善できるように下記の措置を講じられるよう強く
要請する。

記

１　厚労省には国の研究機関で難治性の患者の診断基準の確立を急ぎ、治療方法の開発研究をし治療体制を整えること。
２　難治性の長期疾患患者を指定難病へ追加すること。
３　上記の事を踏まえて、茨城県内に脳脊髄液漏出症患者が施設基準の整った環境で安心して治療が出来る拠点となる病院を 
　　一か所確保すること。

脳脊髄液減少 ( 漏出 ) 症医療改善に関する意見書

国・茨城県に意見書を提出しました!
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質問者 質問項目 ページ 質問者 質問項目 ページ

佐 藤 　 信 成
・小中学生に対する生成 AI の影響につ
　いて
・難病患者の雇用について

13 舛 井 　 明 宏 ・給食センターについて 15

内 野 　 敬 仁 ・行財政改革について 13 菅 谷 　 毅 ・東海第二原発事故時の市町村広域避
　難計画について 16

栗 林 　 京 子 ・医療体制について
・空き店舗対策について 14 山 口 　 哲 秀 ・地球温暖化対策の推進について 16

小 池 み よ 子 ・産後ケア事業について 14 立 原 　 弘 一 ・老人福祉センターについて
・コミュニティバスについて 17

河 津 　 亨 ・歴史と文化、スポーツの環境税の
　導入の検討について 15 笹 沼 　 康 弘 ・市長の描く未来ビジョンについて 17

※掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある「一般質問通告一覧」をご利用ください。
　ページID：3292

\ ここが知りたい !/

一 般 質 問
一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針などに
ついて質問したり、又は報告、説明を求めたりするものです。

　人の
議員が
登壇 !

10

【一般質問のYouTube配信】
一般質問の様子をYouTubeで録画配信
しています。
チャンネル名：鹿嶋市議会事務局

【本会議の音声公開】　　　　　　　　
本会議の音声データを会議録検索システ
ムに議事録が掲載されるまでの間、公開
しています。
ページID:14987

【会議録検索システム】
鹿嶋市議会のホームページ内にある会議
録検索システムで、各会議の議事録をご
覧いただけます。

本市議会の音声公開や YouTube 配信を行っています !
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小
中
学
生
に
対
す
る
生
成
Ａ
Ｉ

の
影
響
に
つ
い
て

難
病
患
者
の
雇
用
に
つ
い
て

　　
　

生
成
Ａ
Ｉ
が
、思
考
力
、読
解

力
、基
礎
学
力
並
び
に
学
習
過
程
に

与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

　
　

市
長
市
長　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、

考
え
や
表
現
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
、ま
た
、思
考
力
、読
解
力
、

基
礎
学
力
の
向
上
も
期
待
で
き
る
。

し
か
し
、使
い
方
を
誤
り
、カ
ン
ニ

ン
グ
や
ず
る
を
助
長
す
る
こ
と
は

悪
い
使
い
方
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、大
人
が
ま
ず
生
成
Ａ
Ｉ
の
特
徴

や
注
意
点
を
十
分
に
理
解
し
、子

ど
も
が
Ａ
Ｉ
を
賢
く
利
用
で
き
、活

用
を
通
じ
て
成
長
で
き
る
よ
う
導

い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
教
育
長

　
　
教
育
長　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、活
用

の
仕
方
に
よ
っ
て
は
思
考
力
や
問

題
解
決
能
力
と
い
っ
た
資
質
、能
力

の
低
下
を
招
く
リ
ス
ク
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、生
成
Ａ

Ｉ
は
生
活
や
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
側

面
に
深
く
浸
透
し
て
お
り
、生
成
Ａ

Ｉ
を
正
し
く
活
用
で
き
る
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
今
後
の
教
育
に

お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

教
育
特
化
型
の
生
成
A
I
の
導
入

や
、児
童
生
徒
及
び
保
護
者
の
情
報

モ
ラ
ル
や
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
を
図
る
メ
デ
ィ
ア
講
習
会
を
実

施
す
る
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
、生

成
Ａ
Ｉ
を
主
体
的
に
活
用
で
き
る

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
厚
生
労
働
省
か
ら
、障
が
い
者

の
法
定
雇
用
率
の
算
定
に
難
病
患

者
を
含
め
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。受

け
入
れ
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
。市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

総
務
部
長

総
務
部
長　

厚
生
労
働
省
に

お
い
て
、令
和
９
年
の
関
連
法
改
正

を
目
指
し
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
承
知
し
て
い
る
。国
の
動
向

に
合
わ
せ
、事
業
主
と
し
て
速
や
か

に
対
応
で
き
る
よ
う
現
段
階
か
ら

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問

問

佐
さ と う

藤　信
のぶなり

成 議員

録画映像録画映像

答答

答

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　　
　

市
長
の
も
と
で
行
財
政
改
革

が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、な
ぜ
行
財

政
改
革
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。そ

の
背
景
と
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

　
　

市
長
市
長　

本
市
は
不
交
付
団
体

だ
っ
た
時
期
が
あ
り
、当
時
は
税
収

が
減
っ
た
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
減

ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。加

え
て
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
体
、そ

し
て
台
風
被
害
な
ど
も
あ
り
、貯
金

（
財
政
調
整
基
金
）を
取
り
崩
し
て

対
応
し
て
き
た
。
結
果
、貯
金
残
高

は
一
時
14
億
円
ま
で
減
り
、こ
れ
以

上
の
取
り
崩
し
は
不
可
能
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
体
質
を
見
極
め
、行

財
政
改
革
が
必
要
と
判
断
し
た
。

※
不
交
付
団
体・・・国
か
ら
の
交
付

税
を
受
け
取
ら
ず
、自
分
た
ち
の
税

収
等
だ
け
で
運
営
す
る
自
治
体
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の

総
括
と
改
革
の
継
続
の
必
要
性
に

つ
い
て
伺
う
。　
　
　
　

　
　

市
長

　
　

市
長　

財
政
調
整
基
金
は

14
億
円
か
ら
23
億
円
へ
と
増
加
、市

債（
借
金
）残
高
も
1
7
1
億
円
か

ら
1
5
0
億
円
に
減
少
さ
せ
る
な

ど
、各
種
指
標
を
見
て
も
成
果
が
表

れ
て
い
る
。
ま
た
、ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
は
専
門
部
署
を
設
け
、体

制
構
築
前
の
年
間
実
績
相
当
額
を
、

今
年
9
月
の
１
か
月
で
ほ
ぼ
達
成

す
る
な
ど
、当
初
掲
げ
た
目
標
は
一

定
程
度
達
成
で
き
た
と
認
識
し
て

い
る
。「
改
革
」は
一
度
に
や
っ
て

や
め
る
も
の
で
は
な
く
、今
度
は「
改

善
」に
変
え
、一
つ
一
つ
誠
実
に
や
っ

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。今

後
は
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拠

点
化
や
高
速
道
路
の
延
伸
、鹿
島
港

の
整
備
な
ど
も
や
り
遂
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。持
ち
前
の
突
破
力
と

調
整
力
を
生
か
し
、明
る
く
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
鹿
嶋
の
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

意
見

行
財
政
改
革
の
効
果
は
着
実
に
現

れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。今
後

も
覚
悟
を
持
っ
て
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

問

問

録画映像録画映像

答

答

内
う ち の

野　敬
たかひと

仁 議員
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産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
率

は
、
令
和
5
年
度
の
2
.
2
％

か
ら
令
和
7
年
度
9
月
時
点
で

1
4
.
3
％
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

今
後
、
さ
ら
な
る
利
用
者
増
が
見

込
ま
れ
る
中
、
持
続
可
能
な
受
入

体
制
を
ど
の
よ
う
に
強
化
し
て
い

く
方
針
な
の
か
伺
う
。

　
　

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

産
後
ケ
ア

事
業
を
申
請
す
る
方
の
多
く
は
休

養
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
の
、

受
入
先
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
申

込
み
か
ら
利
用
ま
で
2
〜
4
週
間

程
度
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
受
入
体

制
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
現
在
の
委
託
先
で
あ
る

市
内
及
び
近
隣
氏
の
３
医
療
機
関

と
１
助
産
院
に
加
え
、
拡
充
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

  

意
見
意
見

申
請
か
ら
利
用
ま
で
数
週
間
を
要

す
る
現
状
は
、
早
急
に
改
善
す
べ

き
で
あ
る
。
受
入
施
設
の
拡
充
等
、

迅
速
な
支
援
体
制
の
構
築
を
お
願

い
し
た
い
。

　
　

産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
状

況
は
、
令
和
6
年
度
が
出
生
数

3
2
7
人
に
対
し
利
用
者
27
人
で

あ
り
、
国
が
目
指
す
「
誰
で
も
使

え
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
」

と
し
て
十
分
な
水
準
と
は
言
え
な

い
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
利

用
方
法
が
分
か
ら
な
い
」「
申
請
が

面
倒
」
と
の
声
が
多
く
、
手
続
負

担
が
利
用
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

申
請
負
担
を
軽
減
す
る
改
善
策
に

つ
い
て
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　
　

健
康
福
祉
部
長　

健
康
福
祉
部
長　

産
後
ケ
ア

事
業
の
利
用
率
は
全
国
平
均
と
比

べ
低
い
水
準
に
あ
る
が
、
令
和
5

年
度
以
降
は
年
々
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
周
知
に
努

め
て
い
く
。
申
請
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
の
妊
産
婦
に
情
報
が
行
き

届
き
、
必
要
な
方
が
利
用
し
や
す

い
事
業
と
な
る
よ
う
、
周
知
の
タ

イ
ミ
ン
グ
の
工
夫
や
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
の
導
入
を
検
討
し
、
体
制
整

備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

市
民
が
安
心
だ
と
感
じ
ら
れ

る
救
急
体
制
を
今
後
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、こ
れ

ま
で
医
療
体
制
の
整
備
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。市
長

の
所
見
と
方
針
を
伺
う
。

　
　

市
長
市
長　

市
独
自
の
医
師
確
保

支
援
に
よ
り
、
こ
の
10
年
間
で
医

師
は
実
数
で
33
名
増
加
す
る
な
ど

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
ま

た
、
大
学
か
ら
の
医
師
派
遣
に
よ

る
循
環
器
疾
患
へ
の
対
応
強
化
や
、

補
助
金
創
設
に
よ
る
耳
鼻
咽
喉
科

の
開
設
支
援
な
ど
、
地
域
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
取
り
組
み
も
進
め
て
い

る
。
今
後
も
市
内
医
療
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
、
救
急
医
療
体
制
を

盤
石
に
し
、
近
隣
市
や
３
次
救
急

医
療
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
安
心
で
き
る
医
療
体
制
の
充

実
に
努
め
て
い
く
。

　
　

空
き
店
舗
対
策
や
賑
わ
い
創

出
の
取
り
組
み
に
お
け
る
成
果
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、今
後
さ
ら
な
る
ま
ち
の
活
性

化
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
描
い
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

市
長
市
長　

鹿
島
神
宮
周
辺
の
空

き
店
舗
対
策
の
一
環
と
し
て
開
始

し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
支
援

事
業
で
は
、テ
レ
ビ
番
組
等
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
人
気
店
も
出

て
き
て
お
り
、一
定
の
成
果
が
見

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、支
援
に
頼

ら
な
い
新
規
店
の
動
き
も
出
る
な

ど
好
影
響
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、行
政
の
施
策
が
マ
ッ
チ
ン
グ

し
、ナ
ッ
ジ
効
果
を
あ
げ
た
事
業
の

一
つ
に
な
っ
た
も
の
と
受
け
止
め

て
い
る
。今
後
も
、市
民
が
集
ま
り
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
自
発
的
に

生
ま
れ
、持
続
的
に
発
展
し
て
い
く

中
心
市
街
地
を
目
指
し
て
い
く
。

※
ナ
ッ
ジ
効
果
・・・
強
制
せ
ず
に
、

自
発
的
な
行
動
を
促
す
ア
プ
ロ
ー

チ

医
療
体
制
に
つ
い
て

空
き
店
舗
対
策
に
つ
い
て

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

栗
くりばやし

林　京
きょうこ

子 議員

質問

録画映像録画映像

録画映像録画映像

問

問

問

問

答

答

答

答

※

小
こ い け

池 みよ子
こ

議員
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歴
史
と
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
環

境
税
の
導
入
の
検
討
に
つ
い
て

　
　
太
宰
府
市
で
は
、駐
車
場
利
用

者
に
課
税
す
る
法
定
外
普
通
税
を

導
入
し
、年
間
約
7
5
0
0
万
円
を

確
保
し
て
環
境
整
備
に
充
て
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
、「
歴
史
と

文
化
、ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
税
」を
導

入
で
き
れ
ば
、鹿
島
神
宮
や
カ
シ
マ

ス
タ
ジ
ア
ム
、ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
環
境
整
備
を
は
じ
め
、様
々

な
観
光
事
業
に
活
用
で
き
る
財
源

と
な
る
。環
境
整
備
な
ど
の
取
り
組

み
は
、観
光
客
の
増
加
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、観
光
予
算
が
減
少

し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、新

た
な
手
法
に
よ
り
必
要
な
財
源
を

自
ら
生
み
出
す
こ
と
も
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。本
市
に
お
け
る
導
入
の

可
能
性
に
つ
い
て
、市
の
考
え
を
伺

う
。

　
　

経
済
振
興
部
長

経
済
振
興
部
長　

太
宰
府
市

で
実
施
さ
れ
て
い
る「
歴
史
と
文

化
の
環
境
税
」は
、歴
史
的
文
化
遺

産
や
観
光
資
源
な
ど
の
保
全・整
備

に
必
要
な
財
源
を
観
光
客
に
も
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、観
光

振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
を
両
立

さ
せ
る
制
度
と
し
て
、一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
仮
に
本
市
で
同
様
の
制
度

を
導
入
し
た
場
合
、太
宰
府
市
の
税

収
実
績
と
観
光
入
込
客
数
の
比
率

を
基
に
試
算
す
る
と
、年
間
で
約

1
7
0
0
万
円
程
度
の
収
入
が
見

込
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
市
と

し
て
は
、先
行
自
治
体
の
事
例
や
制

度
の
効
果
を
調
査
研
究
す
る
と
と

も
に
、駐
車
事
業
者
等
と
の
合
意
形

成
、導
入
に
よ
る
観
光
客
減
少
の
懸

念
と
い
っ
た
課
題
を
丁
寧
に
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
、多
く
の
来
訪
者
を
受
け
入

れ
て
い
る
鹿
島
神
宮
や
鹿
島
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
と
協
議
を
行
い
、制
度
導

入
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

 【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・企
業
誘
致
に
つ
い
て

問

河
か わ つ

津　 亨
とおる

議員

録画映像録画映像

答

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
給
食

提
供
数
は
令
和
12
年
度
に
は
令
和

7
年
度
比
で
約
9
0
0
食
分
の
減

少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。こ
の
減
少

を
見
据
え
、雇
用
は
維
持
し
つ
つ
、

設
備
や
非
稼
働
時
間
を
有
効
活
用

す
る
多
用
途
化
を
模
索
す
べ
き
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、高
齢
者
・
障

が
い
者
施
設
へ
の
提
供
や
既
存
の

鹿
島
高
校
附
属
中
学
校
へ
の
配
送

ル
ー
ト
を
活
か
し
た
鹿
島
高
校
へ

の
提
供
拡
大
な
ど
、減
少
抑
制
策
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。 

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

現
状
の
施
設
・
設
備
の
下
で
は
、高

齢
者
施
設
や
障
が
い
者
施
設
へ
の

継
続
的
な
外
部
提
供
は
難
し
い
と

判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、鹿
島
高
校

の
希
望
者
へ
の
給
食
提
供
に
つ
い

て
は
、既
に
配
送
ル
ー
ト
が
あ
っ
て

も
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
高
校
生

を
対
象
と
し
た
給
食
提
供
を
直
ち

に
拡
大
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

意
見

県
内
に
は
、
給
食
を
実
施
し
て
い

る
県
立
高
校
も
あ
る
。
ま
ず
は
試

験
的
に
鹿
島
高
校
で
実
施
し
、
経

過
次
第
で
は
鹿
島
灘
高
校
へ
も
広

げ
て
い
く
な
ど
、
各
学
校
と
協
議

し
な
が
ら
挑
戦
し
て
み
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に

伴
う
更
新
計
画
を
検
討
す
る
に
当

た
り
、
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
化

も
一
つ
の
選
択
肢
に
な
る
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。  　
　

　
　

教
育
長

　
　

教
育
長　

広
域
化
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
難
し
い
面
も
あ

る
が
、
運
営
経
費
の
一
元
化
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。
将

来
的
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
更

新
に
当
た
っ
て
は
、
近
隣
自
治
体

と
の
広
域
化
な
ど
の
提
案
も
含
め
、

検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
日
頃

か
ら
近
隣
自
治
体
の
状
況
把
握
や

分
析
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問

問

録画映像録画映像

答

答

舛
ま す い

井　明
あきひろ

宏 議員
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鹿
嶋
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
は
、
市
の
環
境
負
荷
の
低

減
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
や

事
業
者
に
周
知
し
て
意
識
の
高
揚

と
啓
発
を
図
り
、
持
続
可
能
な
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
状

況
と
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長　

主
な
取
組

内
容
と
し
て
は
、
照
明
や
空
調
、

事
務
機
器
の
効
率
的
な
使
用
や

L
E
D
化
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
、
公
用
車
の
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
や
次
世
代
自
動
車
の
導
入
に
よ

る
燃
料
使
用
量
の
削
減
を
進
め
て

い
る
。
併
せ
て
、
公
共
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
活
用
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、

公
共
施
設
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
は
、
基
準
年
度
で
あ
る
平

成
25
年
度
と
比
較
し
て
、
令
和
6

年
度
時
点
で
約
41
％
の
削
減
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す

る
た
め
、
自
治
体
と
市
民
と
事
業

者
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促

進
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。　

　
　

市
長
市
長　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
、
国
や
県
が
示
す
「
第

7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
や

「
い
ば
ら
き
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
鹿

島
港
港
湾
脱
炭
素
化
推
進
計
画
」

と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、「
鹿
嶋

市
洋
上
風
力
発
電
事
業
推
進
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
き
、
鹿
島
港
基
地
港

湾
を
核
と
し
た
洋
上
風
力
産
業
の

推
進
に
取
り
組
む
。
こ
れ
に
よ
り
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
と

脱
炭
素
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

雇
用
の
創
出
や
産
業
の
活
性
化
を

通
じ
て
、
地
域
経
済
の
好
循
環
に

つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
複
合
災
害
が
発
生
し
、鹿
嶋
市

民
自
身
も
避
難
を
要
す
る
事
態
と

な
っ
た
場
合
、他
自
治
体
か
ら
の
避

難
者
受
入
れ
は
困
難
と
な
る
。そ
の

際
、国
が
第
2
の
避
難
先
を
手
配
す

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
実
効
性

は
ど
の
程
度
担
保
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。 

　
　

市
民
生
活
部
長

　
　

市
民
生
活
部
長　

鹿
嶋
市
民

自
身
も
避
難
を
要
す
る
事
態
と
な
っ

た
場
合
に
は
、茨
城
県
広
域
避
難
計

画
に
基
づ
き
、県
が
国
や
関
係
自
治

体
と
連
携
し
、一
時
的
な
避
難
先
や

第
2
の
避
難
先
を
確
保
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、県
外
避

難
先
の
確
保
や
複
合
災
害
時
の
対

応
に
は
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、全

て
の
場
面
で
実
効
性
が
十
分
に
担

保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状

況
で
あ
る
。そ
の
た
め
、国
、県
、関

係
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
い
、平
時
か
ら
事
前
協
議
と
情
報

共
有
を
図
っ
た
う
え
で
対
応
す
る

こ
と
が
前
提
と
な
る
。本
市
と
し
て

も
、市
民
の
生
命
と
安
全
を
最
優
先

に
、関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

避
難
体
制
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　

平
成
29
年
に
は
東
海
第
二
原

発
の
20
年
延
長
反
対
の
意
見
書
が

本
議
会
で
採
択
さ
れ
、令
和
3
年
に

は
避
難
計
画
の
不
備
を
理
由
に
水

戸
地
裁
が
運
転
差
止
め
判
決
を
出

し
て
い
る
。複
合
災
害
時
に
実
効
性

あ
る
避
難
計
画
の
策
定
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、市
長
と
し
て
再
稼

働
に
対
す
る
意
見
を
表
明
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 　
　

市
長
市
長　

再
稼
働
の
可
否
に
つ

い
て
は
、事
前
了
解
権
を
有
す
る
周

辺
6
市
村
を
中
心
に
、国
及
び
県
の

関
与
の
下
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、本
市
は
直
接
の
判
断
主

体
と
は
な
ら
な
い
立
場
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。今
後
も
周
辺
自
治

体
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、市
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
優
先
に
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。 

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・救
急
車
の
選
定
療
養
費
の
公
費
負

  

担
に
つ
い
て

東
海
第
二
原
発
事
故
時
の
市
町
村
広

域
避
難
計
画
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

山
やまぐち

口　哲
てつひで

秀 議員

菅
す が や

谷　 毅
つよし

議員

質問

録画映像録画映像

録画映像録画映像

問

問

問

問

答

答

答

答
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

　　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能

見
直
し
に
伴
い
、入
浴
サ
ー
ビ
ス
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、入

浴
サ
ー
ビ
ス
の
廃
止
に
対
し
て
は
、

今
後
の
生
活
を
心
配
す
る
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。単
に
廃
止
す
る
だ

け
で
な
く
、利
用
者
の
立
場
に
立
っ

た
代
替
案
や
対
応
策
を
検
討
で
き

な
い
か
伺
う
。

　
　

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
入
浴
施
設
に
つ
い
て

は
、老
朽
化
が
著
し
い
上
、利
用
が

一
部
の
方
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、今
年
度
末
で
の
廃
止
と
い
う

苦
渋
の
決
断
に
至
っ
た
。
今
後
は
、

入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
で
あ
っ
た

「
楽
し
み
な
が
ら
の
健
康
維
持
」を

踏
ま
え
、よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
新
た
な

支
援
策
の
充
実
を
図
る
考
え
で
あ

る
。元
気
な
う
ち
か
ら
健
康
づ
く
り

や
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
る
活
動

支
援
を
拡
充
さ
せ
、地
域
全
体
で
の

高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

10
月
に
鹿
嶋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
時
刻
表
が
改
定
さ
れ
た
が
、

利
用
者
か
ら
不
満
の
声
は
寄
せ
ら

れ
て
い
な
い
か
。

　
　

政
策
企
画
部
長

政
策
企
画
部
長　

バ
ス
運
転

手
の
適
正
な
運
転
時
間
等
を
定
め

た
国
土
交
通
省
の
改
善
基
準
告
示

に
基
づ
き
、適
正
な
運
行
が
確
保
す

る
た
め
、運
転
手
不
足
や
長
時
間
運

転
に
伴
う
労
働
時
間
の
改
善
を
目

的
と
し
て
、10
月
6
日
に
時
刻
表
の

改
正
を
行
っ
た
。
改
正
以
降
、利
用

者
か
ら
の
要
望
等
は
直
接
寄
せ
ら

れ
て
い
な
い
。今
後
も
利
用
者
の
意

見
を
伺
う
と
と
も
に
、運
行
事
業
者

の
意
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、利
用
し

や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
に
向
け
て
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

・地
下
水
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問

問

録画映像録画映像

答

答

立
たちはら

原　弘
ひろいち

一 議員

市
長
の
描
く
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て

　　
　
市
長
就
任
後
、行
財
政
改
革
を

中
心
の
４
年
間
だ
っ
た
と
思
う
が
、

そ
れ
は
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
へ
の
手
段

で
あ
っ
て
、大
目
的
で
は
な
い
は
ず
。

改
め
て
、市
長
の
描
く
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
は
い
か
な
る
も
の
か
わ
か
り
や

す
く
教
え
て
ほ
し
い
。鹿
嶋
市
の
現

状
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
市
民
も

多
く
い
る
の
で
、不
安
を
希
望
と
期

待
に
変
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
の

夢
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。 

　
　

市
長
市
長　

市
長
就
任
時
、「
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
か
し
ま　
『
挑
戦
』　

明
る
く
、

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
鹿
嶋
」を

目
標
に
掲
げ
た
。こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
実

現
に
向
け
、財
布
の
中
身
が
空
っ
ぽ

で
は
何
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、皆

様
に
事
実
を
話
し
、と
も
に
知
恵
を

出
し
合
い
、次
の
鹿
嶋
市
に
大
き
く

踏
み
出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ

て
こ
の
４
年
間
を
や
っ
て
き
た
。今
、

鹿
嶋
市
の
将
来
の
不
安
は
、財
政
的

に
ほ
ぼ
払
拭
さ
れ
、き
ち
ん
と
貯
金

が
で
き
る
自
治
体
に
変
貌
し
た
。鹿

島
神
宮
周
辺
が
活
性
化
さ
れ
、鹿
島

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
は
優
勝
。基
幹
病
院

が
あ
り
、全
国
に
名
を
轟
か
せ
る
高

校
も
あ
る
。外
港
地
区
に
は
洋
上
風

力
が
あ
り
、既
存
産
業
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
一
生
懸

命
研
究
開
発
を
進
め
、鹿
行
南
部
道

路
も
あ
る
。こ
れ
ほ
ど
明
る
い
話
題

が
あ
る
ま
ち
は
な
い
。私
の
政
治
信

条
は
、一
つ
一
つ
丁
寧
に
、一
つ
一

つ
コ
ツ
コ
ツ
と
誠
実
に
。フ
ァ
ク
ト

と
論
理
を
き
ち
ん
と
積
み
上
げ
、持

ち
前
の
突
破
力
を
も
っ
て
難
題
を

ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
。
市
民
の

「
困
っ
た
」を「
良
か
っ
た
」に
変
え

ら
れ
る
よ
う
、楽
し
み
な
が
ら
次
の

鹿
嶋
市
を
つ
く
っ
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・火
災
時
の
市
民
へ
の
支
援
に
つ
い

  

て
・消
防
団
の
今
後
の
組
織
の
あ
り
方

  

に
つ
い
て

問

録画映像録画映像

答

笹
ささぬま

沼　康
やすひろ

弘 議員
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鹿嶋市宮中5161-2 （ハローワーク近く）

事務所

（※義務化前の相続も対象です！）
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◆◆遺言作成◆生前贈与◆会社設立変更   
　土地建物の相続登記が義務化になりました

鉢
形
小
学
校

鉢
形
小
学
校  

六
年
生

六
年
生  

　
　
　
　
大大お
お
ぬ
き

お
お
ぬ
き貫貫　　

哲哲て
っ
た

て
っ
た汰汰  

さ
ん
さ
ん

サ
ッ
カ
ー
で
家
族
へ
恩
返
し
を

サ
ッ
カ
ー
で
家
族
へ
恩
返
し
を

僕
の
将
来
の
夢
は
、
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
っ
て
海
外
の

チ
ー
ム
や
日
本
代
表
と
し
て

活
躍
す
る
こ
と
で
す
。
サ
ッ

カ
ー
を
始
め
た
の
は
兄
の
影

響
で
す
。
小
学
一
年
生
の
と

き
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
見

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
い

つ
か
自
分
も
世
界
で
戦
い
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
ジ
ュ
ニ
ア
で
デ
ィ
フ
ェ
ン

ダ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
中
学

か
ら
は
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
で

プ
レ
ー
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
目
標
と
し
て
い
る

選
手
は
、
植
田
直
通
選
手
で

す
。
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、

苦
手
な
プ
レ
ー
を
克
服
す
る

自
主
練
習
や
、
海
外
で
の
活

躍
を
見
据
え
て
英
語
の
勉
強

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

鹿
嶋
市
の
好
き
な
と
こ
ろ

は
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
試
合

の
日
に
サ
ポ
ー
タ
ー
も
街
の

人
も
一
丸
と
な
っ
て
応
援
す

る
一
体
感
が
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
ん
な
大
好
き
な
ま
ち

や
、
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る

家
族
に
、
将
来
プ
ロ
に
な
っ

て
活
躍
す
る
姿
を
見
せ
て
恩

返
し
し
た
い
で
す
。

大
貫
君
の
将
来
の
夢
を
聞
き
、

と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
に
真

剣
に
打
ち
込
む
姿
勢
と
、ご

家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
に

胸
を
打
た
れ
ま
す
。
ご
家
族

へ
の
恩
返
し
が
で
き
る
と
い

い
で
す
ね
。
応
援
し
て
い
ま

す
！

　
（
内
野
委
員
、加
勢
委
員
）

―鹿嶋っ子の夢、　　　　　応援しています―きかせて !あなたの夢
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